
KUIDの概要～開発の経緯及び開発目的～

大学経営、各種の評価、大学広報など、今後
益々増大する大学内外からの大学情報ニーズに
機動的 効率的に対応し 神戸大学の教育研究

国立大学
法人化 機動的、効率的に対応し、神戸大学の教育研究

活動を総合的、客観的に把握する必要
の法人化

具体的には、、、

(1) 全学に係る評価への対応
国立大学法人評価委員会の評価，認証評価機関による評価

具体 、、、

(2) 部局等における評価への対応
各専門職大学院認証評価，部局における評価事業

(3) 情報公開 産学連携 の対応
HP による研究者紹介， シーズデータベース，ReaDへのデータ提供

(3) 情報公開 ・産学連携への対応

(4) 部局・研究者個人 DB等への対応( )
業績書の作成, 部局/研究室・個人 DB等との連携

(5) 大学経営のための利用
現状分析 戦略策定現状分析，戦略策定
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個人デ タ項目

KUIDの概要～システム構成及び活用状況～

個人データ

研究業績

個人データ項目

個人活動
学内外システ

大学ポート
レート(仮称)

平成26年度から運用開始予定
となっているが、前身のNIAD-
DBとの連携機能を活用し、適
宜、改修して対応。

研究業績

ReaD &
Researchmap

ReaD&Researchmapの仕様が
固まり次第（平成24年8月末）、

データの入出力機能を改修し、
自動連結する仕組みを構築。

ムへのデータ
提供

組織データ項目

リアル

EXCELファイ

ルによる一括
アップロード

組織・施設

教職員

KUID

図書館
（Kernel)

図書館リポジトリへのデータ登
録を推進するため、研究業績に
係る元データを提供。著者への
依頼、登録は図書館で対応。国際交流

リアル
タイム
入力の
実現

外部資金

InfoPoolOLAP 研究者紹介データベースとの連
動に加え、KUIDに収録している

各種デ タを有効活 教

研究者データ
ベースと連動

EXCELファイ

ルによる一括
アップロード

他システムとの連携

各種データを有効活用して、教
育情報の公表で求められる項目
にも対応。

二次利用のた
めの元データ
として出力 ・認証評価及び法人評価（達成

アップ ド

部事 教務情報

教員の所属
職歴等

指導学生数
授業担当等

研究業績の
一括登録

として出力 ・認証評価及び法人評価（達成
状況評価、現況調査）の根拠
データとして活用ないし提供。

・全学及び各部局における自己
点検・評価等の元データとして
提供。
各部局DB

（医学研究科）
人事

システム
教務情報
システム

・各種調査（例：THES、朝日大

学ランキング、学内分析データ
等）の元データとして提供。
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KUIDの概要～今後の活用イメージ～

教職員

一元的な
情報収集

効果的な
情報発信

部局DB

NIAD-DB

R＆R

KUID
人事

システム

教務情報

図書館
（Kernel）

教務情報
システム

財務会計
システム

収集した情報
を活用し、IR業
務を推進

情報収集 情報分析

IR機能

政策提言
施行支援

IR機能
の強化
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